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脊髄誘発磁場分析に適した磁場源モデル

秀夫

s命 ヒ::.
日

脊髄及び末梢神経は ， 脳と他の器官との聞で行われる信号伝達の媒体となる器官である

信号伝達に伴う神経活動によって体内に生じた微小電流は，体内外に磁場を誘発する.脊髄

誘発磁場分析 (Magnetospinography: M SG) は，この磁場を 測定，分析することによって，その

信号伝達を可視化する技術であり，神経機能障害の障害部位特定技術としての実用化が期待

されている . 本論文の目的は， MSGに適した磁場源モデノレを提唱す ることである.ここで扱う

磁場源モデルとは，生体神経活動を表現する電流モデルに，分析時に用いる磁場計算手法を

組み合わせたものである.本論文では，磁場源の推定誤差に関する問題解決と，測定された

生体磁場の再現を軸に， 2種類の磁場計算手法と 3種類の電流モデルを検討，提唱した.まず

磁場計算手法について，第 1 の手法， Sarvas の公式は，従来の MSGで用いられてきたものであ

るが，電気伝導率分布を計算に正しく反映させることができない問題があった.本論文では，

第 2 の手法， Geselowi tz 方程式を用いることにより，その問題を解決した.次に電流モデル

について，従来用いられてきた第 l のモデル(神経経路に沿って相反するモーメントを有する

一対の電流双極子を用いるモデル)に内在した推定誤差に関する問題を， 2つの電流双極子関
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